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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

新しく「山口大島みかん」 
販売促進用ポスターができました 

 このたび、周防大島町の特産品である「山口大島みかん」をＰＲするためのポスターが刷新

されました。 

今回制作されたポスターは、柳井・大島地域「地産・地消」推進会議が、「特産の『みかん』

の魅力を多くの人に紹介するために、若者の感性を活用したい！」と、周防大島高校の美術

部に依頼したもので、同高校への依頼は昨年度までのＰＲ動画制作に引き続き、３年連続と

なります。 

ポスター制作は、まず依頼を受けた美術部生徒が原画候補として12点制作しました。この

中から、ＪＡ山口県周防大島統括本部が３点を選出し、制作した生徒と印刷業者が打ち合わ

せを重ねながら原画案を仕上げていきました。 

最終選考においては、消費者の意見も参考にするため、県産農林水産物の情報発信を行う

「ぶちうま！アプリ」でユーザーの皆様にもデザイン投票に加わっていただきました。 

新しく作成された「山口大島みかん」のポスターは、９月20日に大島柑橘選果場で開催さ 

れた令和６年度山口大島みかん初荷出発式においてお披露目された後、「ぶちうま！旬の収穫

祭“Happy  Winter”」（11月14日～県下一斉開催）に合わせ、各販売店舗に配布されました。 

高校生が一生懸命取り組んでくださったポスターを見かけられましたら、是非山口大島み

かんを手にとっていただけるとありがたいです。 

当事務所では、様々な場面で次世代が地域の農林漁業者や産物に触れ、考える機会を創

り、地域の農林水産業を応援する人を増やしていきたいと考えています。 

制作した生徒と完成したポスター 

 

最終候補の作品たち 
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５
月
28
日
に
、
周
防
大
島
花
木
生

産
組
合
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

ア
カ
シ
ア
や
ユ
ー
カ
リ
等
の
花
木

類
は
、
花
に
添
え
る
グ
リ
ー
ン
と
し

て
人
気
が
高
く
、
瀬
戸
内
海
の
温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
た
周
防
大
島
町
で

は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
か
ん
き
つ
類

の
補
完
作
物
と
し
て
、
一
部
の
農
家

で
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
か
ん
き
つ
の
収
穫
と
重

な
ら
な
い
時
期
に
花
木
を
出
荷
す
る

こ
と
で
経
営
を
安
定
さ
せ
、
周
防
大

島
の
農
業
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
組
合
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
生
産
面
積
は
約
３
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
10
名
の
組
合
員
で
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

現
在
は
、
円
安
の
影
響
で
輸
入
の
花

が
高
騰
し
て
お
り
、
国
内
の
需
要
は
高

く
、
県
内
外
の
市
場
か
ら
も
安
定
し
た

出
荷
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

金
葉
ア
カ
シ
ア
は
周
防
大
島
町
の
み

で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
有
利
販
売
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
、
栽
培
指
導
等
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 
 

                                

     

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水

産
物
需
要
拡
大
協
議
会
と
連
携
し
て
、

地
産
・
地
消
推
進
拠
点
の
開
設
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

９
月
１２
日
に
、
柳
井
市
の
「
鳴
門
」

が
、
県
産
農
水
産
物
を
積
極
的
に
利
用

す
る
飲
食
店
と
し
て
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩

店
」
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
開
設
で
、
柳
井
・
大
島
地
域
の

「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
は
30
店
舗
と

な
り
ま
し
た
。 

               

 

ま
た
、
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
開
設
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
柳
井
市
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
「
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
」
を
記
念
に
贈

呈
し
、
地
元
産
花
き
の
Ｐ
Ｒ
も
併
せ
て

行
い
ま
し
た
。 

今
後
も
、
拠
点
と
連
携
し
て
、
地
産
・

地
消
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
元
農

林
水
産
物
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

     

７
月
18
日
に
、
ア
グ
リ
南
す
お
う

株
式
会
社
、
Ｊ
Ａ
山
口
県
南
す
お
う

統
括
本
部
と
連
携
し
て
「
第
１
回
若

手
就
業
者
お
よ
び
新
規
作
業
従
事
者

向
け
研
修
会
」
を
開
催
し
、
７
法
人

か
ら
20
代
か
ら
50
代
の
就
業
者
12

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
田
布
施
町
に
あ
る

集
落
営
農
法
人
の
水
稲
作
付
ほ
場
を

見
学
し
、
実
際
に
作
物
を
見
な
が
ら

現
在
の
生
育
良
否
の
判
断
や
必
要
と

な
る
栽
培
管
理
技
術
等
を
学
び
ま
し

た
。 そ

の
後
、
法
人
作
業
の
効
率
化
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
実
施
し
、「
水

田
畦
畔
管
理
の
効
率
化
の
た
め
、
状

況
に
応
じ
て
草
刈
り
と
除
草
剤
を
使

い
分
け
て
い
る
」
こ
と
や
「
品
目
ご

設立総会の様子 周防大島町で栽培されている金葉アカシア 

農
業
法
人
の
若
手
就
業
者
の 

技
術
向
上
に
向
け
た
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た 

 

  

新
し
く 

「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
が 

誕
生
し
ま
し
た 

周
防
大
島
花
木
生
産
組
合
が 

設
立
さ
れ
ま
し
た 

やまぐち食彩店に仲間入り 
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と
に
担
当
者
を
決
め
、
朝
礼
時
に
生

育
や
今
後
の
作
業
等
の
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
る
」
こ
と
な
ど
、
工
夫
し

て
い
る
点
を
積
極
的
に
出
し
あ
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
他
法
人
で
働
く
同
年
代
の

就
業
者
同
士
が
日
頃
の
悩
み
や
考
え

を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
法
人
関

係
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
会
を

開
催
し
、
今
後
の
法
人
経
営
を
担
う

若
手
就
業
者
等
の
育
成
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

    

 

          

                  
 

柳
井
大
島
地
区
農
業
士
会
は
、
地

域
の
担
い
手
育
成
を
テ
ー
マ
に
研
究

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
８
月
２
日
に
、
柳
井
・

大
島
地
域
農
村
生
活
改
善
士
会
と
共

催
で
、
柳
井
市
伊
陸
の
い
ち
ご
専
業

農
家
の
経
営
訪
問
と
、
新
規
就
業
者

の
い
る
集
落
営
農
法
人
の
雇
用
確
保

に
向
け
た
取
組
な
ど
の
視
察
を
行
っ

た
後
、
新
規
就
農
者
、
Ｊ
Ａ
周
防
大

島
青
壮
年
部
と
「
新
規
就
農
者
が
地

域
に
定
着
す
る
た
め
に
は
」
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

い
ち
ご
専
業
農
家
の
視
察
で
は
、
環

境
制
御
シ
ス
テ
ム
や
、
作
業
の
省
力
化

に
よ
る
単
収
向
上
の
工
夫
な
ど
の
説

明
を
受
け
、
新
規
就
農
希
望
者
の
研
修

受
入
の
体
験
を
聞
き
ま
し
た
。 

集
落
営
農
法
人
の
視
察
で
は
、
雇
用

環
境
改
善
を
目
的
と
し
た
、
雇
用
者
用

の
休
憩
所
な
ど
を
見
学
し
、
雇
用
確
保

に
向
け
た
様
々
な
工
夫
を
研
修
し
ま

し
た
。 

新
規
就
農
者
等
と
の
意
見
交
換
で

は
、
就
農
側
か
ら
就
農
に
あ
た
り
支
援

し
て
ほ
し
い
こ
と
、
先
輩
農
家
に
聞
き

た
い
こ
と
、
農
業
士
、
改
善
士
側
か
ら

新
規
就
農
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い

こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
新
規
就
農
者
か
ら
は
「
就
農
後

の
悩
み
や
相
談
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
、
不
安
が
や
わ
ら
い

だ
。」「
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
が
聞
け

て
良
か
っ
た
。」、
農
業
士
、
農
村
生
活

改
善
士
か
ら
は
「
困
っ
た
ら
自
分
か
ら

行
動
し
相
談
す
る
こ
と
。」「
初
期
投
資

を
惜
し
ま
な
い
こ
と
。」「
お
金
の
流
れ

に
留
意
し
、
儲
か
る
経
営
を
し
て
い
く

こ
と
。」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、

お
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
農
業
士

会
・
農
村
生
活
改
善
士
会
の
活
動
に

つ
い
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。 

 

 
                              

 

水稲現地講習の様子 

 
意見交換の様子 

  

柳井市伊陸 いちご専業農家の視察の様子 
新規就農者、ＪＡ周防大島青壮年部と、 

農業士、農村生活改善士との意見交換の様子 

柳
井
大
島
地
区
農
業
士
会
と 

柳
井
・
大
島
地
域
農
村
生
活
改

善
士
会
の
合
同
研
究
会
を 

開
催
し
ま
し
た 
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周
防
大
島
町
大
字
土
居
、
日
前
地
内

に
お
い
て
、
県
営
の
樹
園
地
整
備
（
水

利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業 

日
良

居
地
区
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

周
防
大
島
町
立
島
中
小
学
校
は
日

良
居
地
区
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
５
、

６
年
生
は
町
内
の
産
業
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
７

月
12
日
に
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

最
初
に
教
室
で
、
周
防
大
島
町
が
行

う
担
い
手
支
援
や
、
日
良
居
地
区
の
概

要
及
び
樹
園
地
整
備
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
現
地
へ
行
き
、
工
事
前
の
道

の
狭
さ
や
畑
の
広
さ
、
耕
作
放
棄
さ
れ

た
様
子
等
を
見
学
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
担
い
手
農
家
か
ら
、
み
か
ん

栽
培
で
苦
労
し
て
い
る
点
、
今
後
の
展

望
等
に
つ
い
て
質
問
に
答
え
る
形
で

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

小
学
生
か
ら
は
「
夏
の
薬
を
か
け
る

作
業
が
と
て
も
大
変
だ
と
分
か
っ
た
。」

「
工
事
が
始
ま
っ
た
ら
ま
た
現
場
を

見
て
み
た
い
。」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。 

  

               
 

         

   

10
月
29
日
に
、
山
口
県
漁
協
青
壮

年
部
連
合
会
柳
井
支
部
の
主
催
に
よ

り
、
県
立
田
布
施
農
工
高
等
学
校
に
て
、

「
出
張
！
お
さ
か
な
料
理
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
漁
業
者
が
講
師

と
な
り
、
地
元
の
学
校
に
出
向
い
て
、

地
元
産
の
魚
介
類
の
調
理
方
法
を
生

徒
に
教
え
、
漁
業
へ
の
理
解
促
進
、
水

産
物
の
消
費
拡
大
、
魚
食
普
及
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

 

地
元
田
布
施
支
店
の
底
曳
網
漁
業

の
操
業
の
模
様
と
底
曳
網
で
多
く
漁

獲
さ
れ
る
ハ
モ
に
つ
い
て
動
画
に
よ

る
解
説
や
、
女
性
部
に
よ
る
ハ
モ
の
骨

切
り
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

生
徒
た
ち
は
、
漁
業
者
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
一
人
一
尾
ず
つ
チ
ダ
イ

（
柳
井
・
安
下
庄
産
）
を
三
枚
お
ろ
し

に
し
て
、
ホ
イ
ル
焼
き
を
作
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
い
り

こ
（
浮
島
産
）
の
佃
煮
、
さ
ざ
え
（
東

和
町
産
）
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
ハ
モ
（
田

布
施
産
）
の
つ
み
れ
汁
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。 

 

同
支
部
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、

地
元
の
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
す
。 

              
 

                 

 

 

樹園地整備について学ぶ児童たち 現地で担い手農家に質問する児童たち 

島
中
小
学
校
で 

樹
園
地
整
備
に
つ
い
て 

出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た 

 
 

  
チダイの三枚おろしに挑戦 

「
出
張
！
お
さ
か
な
料
理
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た 

 

ハモ骨切りの実演 
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周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄
字
大

泊
地
区
で
は
、
令
和
２
年
７
月
に
発
生

し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
山
頂
部
付
近

か
ら
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
み
か
ん
畑

が
被
災
す
る
と
と
も
に
、
大
量
の
土
砂

が
県
道
や
周
防
大
島
町
環
境
セ
ン
タ

ー
へ
流
出
す
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。 森

林
部
で
は
、
早
期
復
旧
に
向
け
て

治
山
ダ
ム
工
３
基
を
計
画
し
、
令
和
３

年
度
に
工
事
着
手
し
ま
し
た
。 

着
手
当
初
に
は
、
渓
流
内
に
堆
積
し

た
崩
壊
土
砂
が
降
雨
の
た
び
に
上
流

か
ら
流
出
し
、
そ
の
都
度
浚
渫
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
困
難
を
伴
う
工

事
で
し
た
が
、
令
和
６
年
６
月
に
最
上

流
に
計
画
し
た
、
３
基
目
の
治
山
ダ
ム

の
完
成
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。 

今
後
も
災
害
に
強
い
森
林
の
維
持
・

造
成
に
よ
り
、
土
砂
崩
壊
防
止
な
ど
の

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
を

通
じ
て
、
地
域
を
支
え
る
基
盤
整
備
や

防
災
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 
  

 

                                

     

豚
熱
（
C

S

F
）
は
、
令
和
６
年

10
月
ま
で
に
国
内
の
養
豚
施
設
等
で

93
例
の
発
生
報
告
が
あ
り
ま
す
。
本

県
で
は
養
豚
施
設
等
で
の
発
生
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
令
和
４
年
３
月
に
死
亡

野
生
い
の
し
し
か
ら
豚
熱
の
感
染
が

初
め
て
確
認
さ
れ
、
令
和
６
年
10
月

ま
で
に
野
生
い
の
し
し
で
93
例
の
感

染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

令
和
５
年
12
月
に
韓
国
の
釜
山
に
お

い
て
野
生
い
の
し
し
で
ア
フ
リ
カ
豚

熱
（
A

S

F
）
の
感
染
が
初
め
て
確

認
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
豚
熱
等
、

家
畜
伝
染
病
の
発
生
リ
ス
ク
は
、
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
畜
産
部
で
は
、
発
生
農
場
等

の
防
疫
作
業
従
事
者
へ
の
準
備
体
制

を
円
滑
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

10
月
30
日
に
周
南
市
鹿
野
総
合
体

育
館
に
お
い
て
、
養
豚
場
で
発
生
し
た

場
合
を
想
定
し
て
防
疫
演
習
（
実
地
訓

練
）
を
行
い
ま
し
た
。
県
東
部
地
域
の

農
林
水
産
事
務
所
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
警
察
、
市
町
職
員
、
畜
産
関
係
団

体
等
、
１０２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

演
習
で
は
、
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し

た
場
合
に
必
要
と
な
る
集
合
基
地
、
仮

設
基
地
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
営
訓
練

や
、
各
班
に
分
か
れ
て
、
運
営
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。 

集
合
基
地
で
は
、
動
員
者
の
受
入
、

健
康
調
査
及
び
防
護
服
の
着
用
後
、
農

場
へ
の
送
り
出
し
、
作
業
終
了
後
、
仮

設
基
地
か
ら
帰
還
し
た
動
員
者
の
帰

宅
ま
で
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。 

仮
設
基
地
で
は
、
集
合
基
地
か
ら
移

動
し
て
き
た
動
員
者
の
受
入
と
農
場

で
の
作
業
準
備
、
さ
ら
に
作
業
後
の
消

毒
等
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。 

消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
飼
料

を
運
搬
す
る
畜
産
関
係
車
両
等
の
消

毒
作
業
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
家
畜
伝
染

病
が
万
が
一
発
生
し
た
際
に
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に
演
習
を

行
う
な
ど
、
万
全
の
準
備
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。 

            

 

令
和
６
年
度
山
口
県
東
部
地
区

豚
熱
等
家
畜
防
疫
演
習
を
開
催

し
ま
し
た 

 

 

仮設基地での消毒訓練の様子 

治
山
ダ
ム
が
完
成
し
ま
し
た 

  
被災直後の状況 完成した治山ダム 
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７
月
31
日
に
周
防
大
島
町
の
久
賀

地
区
と
東
和
地
区
で
鳥
獣
被
害
対
策

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修

は
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
・
周
防
大
島

町
・
Ｊ
Ａ
山
口
県
周
防
大
島
統
括
本
部

の
共
催
で
毎
年
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
は
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
研
修
で
し
た

が
、
今
回
は
カ
ラ
ス
や
タ
ヌ
キ
な
ど
の

イ
ノ
シ
シ
以
外
の
鳥
獣
の
被
害
対
策

を
中
心
に
実
施
し
、
全
体
で
25
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

鳥
類
と
中
型
獣
類
の
生
態
や
行
動
、

被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
説
明
で

は
、
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員

か
ら
、
カ
ラ
ス
や
タ
ヌ
キ
の
対
策
も
イ

ノ
シ
シ
と
同
じ
く
「
生
息
地
管
理
」「
防

護
」「
捕
獲
」
の
３
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

行
う
こ
と
が
基
本
で
、
鳥
獣
の
種
類
に

合
っ
た
防
護
柵
を
設
置
す
る
こ
と
や
、

加
害
個
体
を
捕
獲
す
る
こ
と
な
ど
の

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
防
護
柵
の
設
置
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
つ
い
て
の
実
技
講
習
で
は
、
Ｊ

Ａ
担
当
者
か
ら
、
柵
の
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
の
実
践
的
・
技
術
的
な
指
導

を
受
け
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
固
定

作
業
の
演
習
で
は
作
業
の
コ
ツ
を
習

っ
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
周
防
大
島
町
担
当
者
か
ら

は
防
護
柵
資
材
購
入
を
助
成
す
る
町

事
業
や
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

イ
ノ
シ
シ
以
外
の
対
策
を
学
ぶ
研

修
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、
特
に

カ
ラ
ス
や
ヒ
ヨ
ド
リ
の
被
害
に
困
っ

て
い
る
人
は
対
策
の
難
し
さ
を
理
解

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。 

周
防
大
島
地
域
で
は
、
鳥
獣
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
研
修

会
を
今
後
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

                  

    

昨
今
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
等
に
よ
り
管
内
に
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。 

畜
産
部
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消

し
農
地
を
守
る
た
め
に
、
山
口
型
放
牧

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

山
口
型
放
牧
と
は
、
生
産
条
件
が
不

利
な
水
田
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
電
気

牧
柵
で
囲
い
、
牛
を
放
牧
す
る
方
法
で

す
。
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
牛
に
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
重
労
働
で
あ
る

草
刈
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
も
に
、
農
地

の
復
元
や
隣
接
す
る
農
地
の
獣
害
被

害
低
減
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

畜
産
部
で
は
、
牛
の
飼
養
経
験
の
な

い
方
で
も
山
口
型
放
牧
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
放
牧
牛
や
電
気
牧
柵
の
貸

出
制
度
の
活
用
の
ほ
か
、
職
員
が
牛
の

管
理
や
電
気
牧
柵
の
設
置
に
係
る
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
、

柳
井
市
日
積
地
区
の
耕
作
放
棄
地
で

放
牧
を
実
施
し
ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地

が
解
消
さ
れ
る
と
も
に
、
近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
が
牛
を
見
に
来
ら
れ
た
り
、

地
域
の
な
か
で
交
流
が
生
ま
れ
る
契

機
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

山
口
型
放
牧
に
興
味
の
あ
る
方
は

畜
産
部（


０
８
２
０
‐
２
２
‐
２
４

１
６
）
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

                            

鳥
獣
害
被
害
対
策
に 

山
口
型
放
牧
の
活
用
を
！ 

 

  

もりもり草を食べる放牧牛 こんなにきれいに雑草を食べてくれました 

周
防
大
島
地
域
「
鳥
獣
被
害
対

策
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た 

 

防護柵設置作業の実習の様子（久賀会場） 
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 冬

の
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
季
節
に

な
り
、
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

た
だ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
し
や
す
い
野
鳥
は
限
ら
れ
、
オ
シ

ド
リ
な
ど
の
一
部
の
カ
モ
類
、
ハ
ヤ

ブ
サ
、
オ
オ
タ
カ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、

ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
で
す
。 

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
建
物
や
車
と

の
衝
突
、
エ
サ
不
足
に
よ
る
衰
弱
な

ど
の
別
の
原
因
で
死
亡
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
県
が
死
亡
野
鳥
を
回
収
し

て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の

検
査
を
行
う
の
は
、
鳥
の
種
類
や
死

亡
数
が
検
査
の
基
準
に
該
当
す
る
場

合
の
み
で
す
。
（
詳
し
い
内
容
は
山

口
県
（
自
然
保
護
課
）
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

こ
の
た
め
、
死
亡
野
鳥
を
発
見
し

て
も
、
県
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
配
な
場
合

は
森
林
部
（
岩
国
農
林
水
産
事
務
所

が
兼
務
）
（


０
８
２
７
‐
２
９
‐

１
５
６
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
死
亡
野
鳥
は
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
す
れ
ば
一

般
廃
棄
物
と
し
て
処
分
で
き
ま
す

が
、
野
生
の
鳥
獣
は
細
菌
や
寄
生
虫

を
持
っ
て
い
た
り
す
る
た
め
、
処
分

す
る
際
は
素
手
で
触
ら
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
触
っ
た
場
合
は
十

分
に
手
を
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。 

              

県
で
は
、
林
業
の
新
た
な
担
い
手
を

確
保
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

令
和
６
年
４
月
に
、「
林
業
担
い
手
確

保
・
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
県
内
６

か
所
に
開
設
し
ま
し
た
。 

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
所
に
１
名

の
支
援
員
が
お
り
、
森
林
整
備
を
自
ら

実
施
し
た
い
と
希
望
す
る
森
林
所
有

者
の
方
や
副
業
等
で
新
た
に
林
業
を

始
め
る
方
な
ど
林
業
の
新
た
な
担
い

手
と
な
る
方
々
へ
、
技
術
支
援
や
補
助

制
度
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
森
林
所
有
者
の
方
か
ら
の
森

林
経
営
を
は
じ
め
と
し
た
森
林
・
林
業

に
関
す
る
各
種
相
談
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

地  域 岩国・柳井 

住  所 
岩国市周東町下久原 1038-1 
（山口県東部森林組合東部事業本部） 

連 絡 先 ０８２７－８４－２１１１ 

対象区域 
岩国市、柳井市、周防大島町、和木町 
上関町、田布施町、平生町 

野
鳥
．
．
が
死
ん
で
い
る
の
を 

見
つ
け
た
ら 

「
林
業
担
い
手
確
保
・ 

育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を 

開
設
し
ま
し
た 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】林業担い手確保・育成支援センター 

（岩国・柳井地域） 

 


